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セ グ メ ン ト 別 の 概 況

当社の鉄道事業や自動車運送事業におけるバ
ス輸送のほか、江の島・鎌倉方面の観光輸送が好調
に推移いたしました。しかしながら、自動車運送事業におい
て、前期に石油販売の営業を終了したほか、箱根大涌谷周辺
での火山活動の活発化に伴う影響を受けた箱根方面の観光輸
送においては、昨年11月の噴火警戒レベル1への引下げ以降
に改善が見られたものの、箱根各社における輸送人員が減少
したことなどから、営業収益は減収となりました。

一方、営業利益につきましては、当社の鉄道事業や自動車運送
事業における費用が減少したことなどから、増益となりました。

百貨店業において、小田急百貨店新
宿店での訪日外国人による免税売上が増加
したことや、ストア業等においても増収となった
ことなどから、営業収益は増収となりました。

これに伴い、営業利益につきましても、増益と
なりました。

運輸業

流通業

営業収益 営業利益

168,303百万円
（前期比 1.7%減）

29,795百万円
（前期比 2.2％増）

営業収益 営業利益

225,012百万円
（前期比 1.0%増）

3,911百万円
（前期比 23.8％増）

31.2%

売上高構成比

41.9%

売上高構成比
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住宅販売戸数が増加した不動産分譲
業や、前期から当期にかけて開業した物件
の賃料収入が寄与した不動産賃貸業において増収
となったことに加え、その他不動産業において、
前期に子会社化したUDS㈱の売上が寄与したこと
などから、営業収益は増収となりました。

これに伴い、営業利益につきましても、増益と
なりました。

箱根大涌谷周辺における火山活動の
活発化に伴う影響を受けたホテル業のリ
ゾートホテル等において、昨年11月の噴火警戒レ
ベル1への引下げ以降、客室稼働率等に改善が見ら
れたものの減収となったことなどから、営業収益
は減収となりました。

一方、営業利益につきましては、「ハイアット 
リージェンシー 東京」等のシティホテルにおいて、
平均客室単価が上昇した宿泊部門を中心に好調に
推移したことなどから、増益となりました。

※売上高構成比は外部顧客に対する売上高に基づき算出しております。

不動産業

その他の事業

営業収益 営業利益

73,002百万円
（前期比 20.0%増）

13,190百万円
（前期比 13.9%増）

営業収益 営業利益

100,128百万円
（前期比 0.1％減）

5,872百万円
（前期比 1.1％増）

12.8%

14.1%

売上高構成比

売上高構成比
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